
実験実習機器セ ンタ ー

徳
男
弘
彦
一
久
誠

忌
和
正
昌
亮
義

村
木
腰
原
井
黒
川

々
谷
佐
森
川
吉
石
小

セ ン タ }長(併任)
助 教 授
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官

⑨ 原 書
1) Sasaki K.， Suda H. ，  Watanabe H. ，  Kaneko S. ，  

Nomura Y.. Nishino H. and Ono T. :  Habenular 

lesion attenuates methamphetamine- induced in

hibition of dopamine neuronal activity in the sub

stantia nigra pars compacta of rats. N eurosci. 

lett. 86 : 67-71， 1988. 

2) Hiraga K.， Kure S.， Yamamoto M.， lshiguro Y.  

and Suzuki T. :  Cloning of cDN A encoding human 

H - protein， a constituent of the glycine deavage 

sysem. Biochem. Biophys. Res. Commun. 

1 5 1 : 758-762， 1988. 

⑨ 学会報告

1 )  佐々 木和男， 須田浩守， 渡辺裕司， 小野武年 :
黒質一線条体 ド ーパ ミ ン 系 の活動 を 調節 す る 新た

な帰還系. 第65回 日 本生理学会大会， 1988， 4 ， 
和歌山.

2)  川原昌彦 : オ リ ンパス 画像解析 シ ス テ ム に よ る
ホ タ ル イ カ 発光器の三次元構築 に つ い て . 第10回
生理学技術研究会， 1988， 2 ， 岡崎.

3) 石黒義久， 平賀紘一 : タ ン パ ク 質の精製 と 性質
の解析. 第10回生理学技術研究会， 1988， 2 ， 岡
崎

お け る 遺伝子発現の制御， 実験医学，
15-22， 1988. 

2) 東僚英昭 : 特集 「畜産 に お け る バイ オ テ ク ノ ロ
ジ ーJ ， 遺伝子導入 に よ る ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク 家畜
の 応 用， 畜 産 の 研 究， 42巻， 1 号， 121-127， 
1988. 

⑩ 学会報告

1) 東傑英昭， 久保政美， 服巻保幸， 荻田善一 : ヒ
ト A γ/βー グ ロ ビ ン連結遺伝子の導入 に よ る ト ラ
ン ス ジ ェ ニ ッ ク マ ウ ス ， 第35回 日 本実験動物学会
総会， 1988， 5 ， 金沢.

2) 黒沢信幸， 東傑英昭， 服巻保幸， 久保政美， 荻
田善一 : ヒ ト A γ/βー グ ロ ビ ン連結遺伝子の ト ラ
ン ス ジ ェ ニ ッ ク マ ウ ス に お け る 発現， 第33回 日 本
人類遺伝学会 ， 1988， 10， 札幌.

3) 東傑英昭， 久保政美 ・ 服巻保幸， 荻田善一 : ヒ
ト βー グ ロ ビ ン 遺伝子 に よ る ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク
マ ウ ス に み ら れた特異マ ウ ス ， 第17回関西実験動
物研究会， 1988， 12， 京都.

4) 坂 口 政美， 東僚英昭， 服巻保幸， 荻田善一 : グ
ロ ビ ン遺伝子発現調節機構の ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク
マ ウ ス を 用 い た解析， 第11回 日 本分子生物学会年
会， 1988， 12， 東京.

5) 東傑英昭， 荻田善一 : 形質転換生物の作出 に よ
る 生物学研究の動向及び将来像 と 実験設備の在 り
方， 岡崎共同研究機構基礎生物学研究所研究会，
1988， 3 ， 岡崎.

6) ヒ ト βー グ ロ ビ ン遺伝子 の ト ラ ン ス ジ ェ ニ ツ ク
マ ウ ス での発現， 東京大学医科学研究所学友会セ
ミ ナ ー， 1988， 8 ， 東京.

⑨ そ の 他

1 )  東候英昭 : 発生工学技術の利用， ト ラ ン ス ジ ェ
ニ ッ ク 家畜， 発生工学技術の 開発等 に関す る 調査
成果報告書， 164-172， 1988， 6 ， 科学技術庁研究
開発局.

6 ， No. 3 ，  

放射出司仏�寺脇鍛

昂
樹
敏
宏
雪

美
正

本 田
庄 司
前 田
朴 木
久保田

施設長 (併任)
技 官
技 官
技 官
技 官 美

⑨ 原 書
1) Yamashita 1 . ，  Kawagoshi T. ，  Maeda M. ，  

Masuyama K. ，  Yoshida M.，  Suzuki Y. ，  Kasagi T. ，  

K.， Fujimaki M.，  Ochiai H .  and Honda T.: lnhibi-

- 132 


